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1．はじめに
われわれＮＰＯシニア自然大学校 研究部昆虫科で

は、毎年一定の調査地を定め昆虫相を調査している。
２０１８年は調査地として「有馬富士公園」を選定した。

有馬富士公園は、兵庫県の南東部に位置し、古くか
ら三田市民に親しまれた「有馬富士」と、その裾野に水
をたたえる「福島大池」の景観を中心として、周辺の地
形・豊かな自然を活かして整備された兵庫県下最大の県
立自然休養型大規模都市公園である。2001 年の開園で、
その後も順次整備が施され現在に至っている。公園全域
は 416 ha と広大である。

今回、調査の対象とした地域は、有馬富士公園のう
ち「出合いのゾーン」（福島大池や水辺・林・草地の各
生態園を含むエリア）および「シンボルゾーン」（有馬
富士 374 ｍの山裾から山頂部まで）と呼称される一帯、
ならびに最寄りのＪＲ新三田駅から公園域に至るまでの
里地のアプローチ部分を加えた地域である。

有馬富士公園はこれまでもよく調査されてきている
が、今回のわれわれの調査が当公園内外に生息する昆虫
類の生息状況（昆虫相）の一層の把握と、それらデータ
に基づく施策に資することになれば幸いである。

２．調査の方法
（１）活動日

調査は、昆虫科活動としての定例調査会として 1 月
から 12 月まで月 1 ～ 2 回のほか、各人が任意随時に 3
月から 11 月まで、現地に入り採集・目撃・写真撮影（以
下写真）する方法によって行なった。調査回数は計 46
回（日）、のべ 107 人日、具体的な調査日は、以下のと
おりである。なお、日付の太字は昆虫科としての定例調
査会の日、細字は任意の調査日を示す。また、（　）書
きをした日は夜間に灯火採集をした日である。

＊ 1 月 19日；＊ 3 月 28，30日

＊ 4 月 9，12，13，14，19，26，27 日

＊ 5 月 4，5，10，14，15，21，25日

＊ 6 月 2，3，5，8，9，10，13，22日

＊ 7 月 2，11，13，（18），26 日

＊ 8 月 7，10，17，27 日

＊ 9 月 6，14，18，26 日

＊ 10 月 (3)，(12)，22 日

＊ 11 月 7，10，11，(16) 日；＊ 12 月 14日

（２）調査結果（目録）のまとめ方
① 調査目録の項目は、種名（和名）、科名、初見の記録（月日、

地点、記録法）、記録月（採集・目撃・写真とも）、検証デー
タ（標本・写真）、コメントである。

② 「初見の記録」欄は、その年の初見の月日と地点、記録法（採
集・目撃・写真の別）を記した。

③ 「記録月」欄では、初見月日も含めすべての記録月に＊印
（幼虫・サナギは△印）を記して、消長を明示した。
④ 「検証データ」欄は、目録の信頼性を高めるため、標本、

写真の有無を○印で示した。なお、それぞれの標本及び写
真は、それらの採集者、撮影者が各自で保管している。

（３）調査地点の表記（略記）
目録に示した「初見の記録」の『地点』の表記（略記）

は、以下の地域を示す（図 1）。
「公園アプ」・・・ＪＲ新三田駅から有馬富士公園との境界

に至るまでのアプローチ部分である里地部（公園ア
プローチの略称）
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有馬富士公園の昆虫相

―２０１８年の昆虫調査―
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図 1　有馬富士公園の概念図
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「有富公園」・・・有馬富士公園の「出合いのゾーン」と
呼称される地域（大池川沿いの山道部分、福島大池
周辺、林・水辺・草地の各生態園など）（有馬富士
公園の略称）

「有馬富士」・・・有馬富士の山裾から山頂までの山域部（≒
三田市立有馬富士森林公園）で、有馬富士公園の「シ
ンボルゾーン」と呼称される地域

３．同定の依頼ほか
今回の調査で記録した昆虫（標本）の種名の同定に

関して、自己同定できない種については、大阪市立自然
史博物館の同定会を利用し、同博物館の研究員、外来研
究員の方々によって同定をしていただいた。また、上記
同定会以外でも個別に、池田大、松本吏樹郎（五十音順）
の各氏に同定をしていただいた。同定をしていただいた
各位に対し、厚く御礼を申し上げる。

また、三田市有馬富士自然学習センターの池田大氏
（コミュニケーター）には、本稿のまとめに関して種々
ご助言・ご協力を頂戴した。厚く御礼を申し上げる。

４．昆虫相の概観（調査結果およびコメント）
（１）調査地の自然環境など

新三田駅から公園エリアまでのアプローチ部分では、
駅裏の草地にレンゲなど各種の草花が季節にあわせて咲
き、訪花性の昆虫が多く訪れる（ただ、年末には大規模
な開発の手が入っていた）。民家・田畑が混在する里道
をたどり大池川沿いを進むと、田畑、河原、荒地、湿地
など多様な環境が展開する。

公園域内に入ると、止水環境としての福島大池、谷
筋や樹林を擁する低山域の有馬富士に加え、自然の地形
と環境をうまく活用し半人手の加わった形で整備された
林・水辺・草地の各生態園がある。樹相はアカマツ、コ
ナラなどの天然林と、アラカシ、サクラなどの植栽樹に
加え、湿地部のハンノキなど多くの雑木で構成される。
花木はコバノミツバツツジやウツギ、植栽樹のヤマボウ
シ、エゴノキなどが見られるが、その他はあまり見られ
ない。一方、草本類は下草やササ類がよく茂り、北摂山
地（箕面山など）のようなシカ食害による裸地状態は見
られない。代わりにイノシシによる地面の掘り返しは随
所にみられた。そのような環境のもと、平地性・低山地
性の種を中心に多種の昆虫を確認することができた。た
だ、個体数という点では多いとは言えない面があったが、
これらは調査した 2018 年に猛威をふるった猛暑、台風、
集中豪雨など異常気象の影響もいくらかあったのではな
いかと推察される。

（２）分類群ごとの調査結果およびコメント
今回調査による記録種数は、合計 18 目、183 科、

868 種である。詳細は後掲の「昆虫相調査目録」によるが、
目ごとの記録種数と特筆すべき種のコメントは、以下の
とおりである。

＜チョウ目（チョウ類）＞
5 科、57 種。アゲハチョウ科は 9 種。駅裏草地でキ

アゲハ、有馬富士周辺でギフチョウがよく観察されたが、
総じて大型アゲハ類は他地域と比べ個体数が少なかった。
シロチョウ科は 5 種。秋季にツマグロキチョウを 2 度
記録。スジグロシロチョウ系は確認されず。シジミチョ
ウ科は 12 種。ゼフィルス類は 4 種でウラナミアカシジ
ミ、ウラミスジシジミを各一度記録。タテハチョウ科は
24 種。オオムラサキ、スミナガシも各一度の記録。山
中にスミレが見られ、メスグロヒョウモンを二度確認。
ルリタテハ、コムラサキは食草の関係から多く見られた。
セセリチョウ科は 7 種。早春に有馬富士の山麓部でミ
ヤマセセリがコナラ林周辺でよく観察された。

＜チョウ目（ガ類）＞
26 科、185 種。夜間の灯火採集は 10 ～ 11 月と実

施が遅かったため、春夏季の種の記録は少数。10 月初
旬に実施した灯火採集には多種が飛来したが、コウモリ
ガ以外特に記すべき種はない。一般採集ではギンツバメ
が大池川沿いのガガイモで記録され、7 月にアベマキの
樹幹でフシキキシタバが採集された。カトカラの記録は
他にオニベニシタバ、キシタバ、マメキシタバで種数は
多くない。ヌルデ花でキスジホソマダラ、キンモンガが
見いだされた。その他、樹液が出るコナラ樹幹を這うボ
クトウガ幼虫が観察されている。

＜トンボ目＞
11 科、46 種。カワトンボ類は大池川の下流部にニ

ホンカワトンボ、山中の谷筋部でアサヒナカワトンボが
見られたが、ミヤマカワトンボは見られず。グンバイト
ンボは大池川沿いに多く見られ、ムカシヤンマが公園ア
プローチ部の湿地付近で採集された。サナエトンボ科で
はコサナエ属のタベサナエが流水の大池川で、止水系の
フタスジサナエ、オグマサナエが水辺生態園の池で確認
された。ウチワヤンマは福島大池で多く観察された。ま
た、タイワンウチワヤンマも前種と比べると少ないが、
水辺生態園の池で縄張りを張る様子が観察された。公園
内外に湿地部がいくつもありサラサヤンマ、エゾトンボ
が多く観察された。アカネ属ではヒメアカネが園内随所
で比較的よく見られた。
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＜コウチュウ目＞
36 科、246 種。オサムシ類は平地部でヤコンオサム

シ、山地部でオオオサムシ、クロナガオサムシがトラッ
プで、またマイマイカブリが樹液で得られた。ゴミムシ
類ではオオキベリアオゴミムシが湿地近くの杉林内のト
ラップで得られた。園内ではクワガタ採りの親子連れに
よく出会ったが、クワガタムシ科はミヤマクワガタ、ス
ジクワガタなど 6 種が確認された。その他、クロタマ
ムシ、ムツボシタマムシ、ウバタマコメツキ、オオコク
ヌストがかやぶき民家の薪材で、タイショウオオキノコ
ムシがヤマザクラのキノコで、クワカミキリがクワの樹
で、エゾナガヒゲカミキリがニガキのたたき網で、キョ
ウトアオハナムグリ、ヒメツチハンミョウが死骸で得ら
れた。

＜カメムシ目＞
30 科、92 種。カメムシの仲間ではチャイロカメム

シ、トホシカメムシ、モンキツノカメムシなどが少数記
録されたが、ツノカメムシの仲間はほとんど見られず。
10 月の灯火採集にはツヤアオカメムシ、オオホシカメ
ムシが多数飛来。セミはミンミンゼミ、ハルゼミ、チッ
チゼミなど 8 種の鳴き声が確認された。その他個別には、
兵庫県レッドリスト種（A) のヒメタイコウチが複数の
湿地等で見られ公園内外に広く分布することが確認され
た。また、環境省レッドリスト種 (NT) のシロヘリツチ
カメムシがヨコヅナサシガメ幼虫に吸汁されている様子
が観察された。北米からの侵入種マツヘリカメムシは園
内にアカマツ林もあり随所で観察されている。

＜バッタ目＞
12 科 49 種。アプローチ部の駅裏草地はコオロギや

バッタ類の絶好の生息地だったが、年末に開発の手が入
り更地化された。公園内では林の生態園の笹原で兵庫県
レッドリスト種（B）のカヤコオロギが観察された。オ
マガリフキバッタは有馬富士山中でよく見られ、クルマ
バッタも山中の乾燥地で得られた。草地の生態園には
クルマバッタモドキが多く、またヒナバッタも得られた。
コバネイナゴ（田んぼ）とハネナガイナゴ（水辺草地）
はそれぞれの環境適地で数多く観察された。ショウリョ
ウバッタに交じりショウリョウバッタモドキがメルケン
カルカヤの草地で採集されている。移入種アカハネオン
ブバッタは当地ですでに確認 (2017.10.21 池田大 ) され
ているが、今回調査では見いだされなかった。

参 照 サ イ ト： ア カ ハ ネ オ ン ブ バ ッ タ 分 布 図 https://www.

google.com/maps/d/u/0/viewer?mid=1smt0a5pvRiuNamRkW

tdVjK4v9IM&ll=34.915319889603545%2C135.2255361896

752&z=16 (2019 年 4 月 22 日 )

＜ハエ目＞
21 科 73 種。アブ科ではシロフアブ、キボシアブな

どがコナラ樹液で見いだされ、ムシヒキアブの仲間では
クロスジイシアブ、チャイロムシヒキなどが観察された。
ハナアブの仲間では樹液の出ているコナラ周辺でニセク
ロオビハラブトハナアブ、ニセスズキフタモンハナアブ

（産卵）が観察された。花にはタカサゴモモブトハナア
ブ（ヌルデ）、ベッコウハナアブ（ニガナ）、フタホシヒ
ラタアブ（セイタカアワダチソウ）が訪れ、またアリノ
スアブ、キョウコシマハナアブが飛翔中に得られた。ク
ロナガハナアブは薪材に静止しているものが観察されて
いる。マルヒラタアブは蜘蛛の巣にかかった死骸である。

＜ハチ目＞
21 科 92 種。広腰類（ハバチ）は 6 種とわずかな記

録である。細腰類のうちヒメバチ科はマダラヒメバチ、
ホウネンタワラチビアメバチ（繭で採集後羽化）、キア
シオナガトガリヒメバチなど 13 種が記録された。狩り
バチのうち、スズメバチ亜科は 6 種で、チャイロスズ
メバチは里地・山中両方のコナラ樹液で観察された。環
境省レッドリスト種（VU）のトゲアリはコナラ樹洞に
巣をつくるなど随所で見られた。また、環境省レッドリ
スト種 (NT) のフタモンクモバチは登山道で死骸が見つ
かった。かやぶき民家や休憩舎の周辺ではドロバチの仲
間がよく観察された。その他、ヤブガラシ花にはアナバ
チやクモバチの仲間が多く訪れた。シソ科花にはキンケ
ハラナガツチバチ、ヒロバトガリハナバチ、アベリア花
にはシロスジフトハナバチ、スジボソフトハナバチ、ハ
ギ花にはアオスジハナバチが訪れた。オオセイボウは山
麓のササ原を飛翔中が観察された。

＜その他の目＞
11 目 21 科 28 種を記録した。カゲロウ (2 種 )、カ

ワゲラ (1 種 )、ハサミムシ (3 種 )、ナナフシ (2 種 )、カ
マキリ (4 種 )、ゴキブリ (3 種 )、チャタテムシ (1 種 )、
シリアゲムシ (1 種 )、ヘビトンボ目 (1 種 )、アミメカゲ
ロウ (3 種 )、トビケラ (7 種 ) の 11 目である。止水、流
水の環境が備わっているわりには、カゲロウ、カワゲ
ラの記録が少ない。ツマグロトビケラ、エゾハサミムシ、
コマダラウスバカゲロウの記録が目に付く程度である。

５．おわりに
有馬富士公園は、従前わたしたちがシニア自然大学

校の本科講座生だったころ、講師の宮武頼夫先生から「昆
虫の採集と同定」の講座を学んだ懐かしのフィールドで
ある。爾来、昆虫科ではしばしばこの公園で活動行事を
行ってきた。それらの機会に記録された目ぼしい昆虫で、
今回調査で確認されなかった種をあげると、以下である。
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2006.5.26（ ト ラ フ ト ン ボ、 ヨ ツ ボ シ ト ン ボ ）、
2006.6.20（ ハ ッ チ ョ ウ ト ン ボ ）、2007.6.5（ ハ ン
ノ キ カ ミ キ リ ）、2011.9.30（ セ ン ノ キ カ ミ キ リ ）、
2012.7.10（キノコゴミムシ）、2012.9.28（ミドリヒョ
ウモン、クロメンガタスズメ、ムネアカセンチコガネ、
オオルリボシヤンマ、ナニワトンボ、キイロモモブトハ
バチ）、2013.9.20（ビロウドハマキ、オオアヤシャク、
アオマダラタマムシ）、2017.7.28（ミヤマカミキリ）。

１年間の調査が終わってみると、例年のことだが、
やり足りなかった反省が頭をよぎる。採集方法としては、
水生昆虫調査、夜間の灯火採集・樹液見回り、ベイト樹
上トラップ、ハチの竹筒トラップなどであろうか。また、
分類別ではガ類、甲虫類、ハチ類、水生昆虫の調査が十
分でなかったように思われる。

わたし達がこの公園を知り活動に利用し始めてから
10 年以上になる。ときの経過と気候変動は、自然環境
に変化をもたらし、昆虫類にも影響を与えているだろう。
しかるに、有馬富士公園におけるそれらの変化はみた目
に小さく以前とそれほど変わらない。いやそれ以上によ
りよい自然環境が残されるよう適度な形で整備が続けら
れている。公園関係者のご努力に感謝し敬意を表したい
思いである。今回の調査を通じて、公園が自然体験や環
境学習の場として提供され、活用されている実態を知っ
た。ツアーバスで来た体験学習の小学生たち、クワガタ
採り・ザリガニ釣りの親子、有馬富士山頂を目指すハ
イカー、双眼鏡を携えた野鳥観察者、散歩する年配ペア、
ネットを振り回す私たちシニア。それら来園者を支えて
いるのは公園当局関係者だけではない。園内随所で住民
有志も加わったワイズユースな工夫仕掛けが施され運営
されている。かやぶき民家の縁側にはお茶がいつも用意
され癒された。5 年後 10 年後にも同じように、公園が
持つそれら癒しの機能が引き継がれていってほしいもの
である。

それら関係者の不断の努力の結果、ギフチョウもミ
ヤマセセリも、サラサヤンマやエゾトンボも、子供たち
が憧れるクワガタも、レッドリスト種のヒメタイコウチ
も、ミサゴやコウモリの仲間も、シカやイノシシ（こち
らはちょっと厄介者ですが）もと言った、観察ができる
自然休養型公園であり続けてほしいと願っている。また、
菖蒲園の整備はじめ、訪花性昆虫が好む花木草本を園内
各所に植えて季節毎の昆虫類を増やすようにするほか、
大池川左岸畔のハンノキ林を整備してミドリシジミやハ
ンノキカミキリの復活を実現するなど、ムシ好きの妄想
をくすぐる施策を今後とも是非展開していって欲しいも
のである。

最後に、今回調査は同公園管理事務所のご了解を得
て実施したものであることを申し添えておきます。
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ギフチョウ（2018.4.13） ツマグロキチョウ（2018.11.7） フシキキシタバ（2018.7.2）

グンバイトンボ（2018.7.2） サラサヤンマ（2018.6.2） クロタマムシ（2018.7.11)

クワカミキリ（2018.7.18） ヒメタイコウチ（2018.7.26） カヤコオロギ（2018.7.26）

クロバネツリアブ（2018.7.2） トゲアリ（2018.6.22） ツマグロトビケラ（2018.10.3）

有馬富士の遠景（2018.12.14） 有馬富士山頂（2018.4.12） 福島大池（2018.6.2）

草地の生態園（2018.8.17） かやぶき民家（2018.10.3） コバノミツバツツジ（2018.4.12）
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表 1　兵庫県立有馬富士公園（三田市）の昆虫相調査目録（2018 年 1 月～ 12 月）
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表 2　有馬富士公園で記録されたレッドリスト記載種（兵庫県 2014、環境省 2017）

（注）レッドリスト欄の記号
兵庫県：Ａ＝絶滅危惧Ⅰ類 ( 相当 )，Ｂ＝絶滅危惧Ⅱ類 ( 相当 )，Ｃ＝準絶滅危惧 ( 相当 )，要注目，要調査
環境省：ＥＮ＝絶滅危惧ⅠＢ類，ＶＵ＝絶滅危惧Ⅱ類，ＮＴ＝準絶滅危惧，ＤＤ＝情報不足


